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インド環境教育センター（CEE: Centre for Environment Education）創設者。教育界における世
界的な第一人者として、環境、野生動物保護、文化、教育の分野において多くの教育・慈善信託、
インド政府が設立した委員会、国内外の組織の発展に関わり、その発展に貢献してきた。「持続可
能な開発のための教育（ESD）の10年」ユネスコ・リファレンス・グループのメンバーを務めた
ほか、「ESDに関するユネスコ・グローバル・アクション・プログラム」の議長を歴任。

登壇者のご紹介
（ご登壇順、敬称略）

Kartikeya V. Sarabhai
（インド環境教育センター 代表）

野口 昇
（公益社団法人日本ユネスコ協会連盟顧問・前理事長、元UNESCO職員）
1961年文部省（現在の文部科学省）入省。1971–76年と1992-97年の二度にわたりユネスコ本部
（パリ）勤務。そのほか、国連大学特別連絡官（1986–89年）、ユネスコ北京事務所長（1997–
2001年）、日本ユネスコ協会連盟理事長（2001-2017年）を歴任するなどし、国内外のユネスコ
活動に大きく貢献。現在、日本ユネスコ協会連盟顧問、文京学院大学名誉教授、世界ユネスコ協会
連盟顧問、日本ユニセフ協会評議員を務める。

Khayai Thongnunui
（ラノーンユネスコエコパーク 主事）
マヒドン大学で環境教育の修士号を取得した経験豊富な環境分野の指導者。海洋・沿岸資源局にお
いて、第10マングローブ林開発所所長（2005-2018年）、マングローブ林保全課課長（2018-
2022年）を務めるなど、約20年にわたり、マングローブ林保全における重要な役職を歴任。現在
は、ラノーンマングローブ林管理部部長およびラノーンユネスコエコパークの主事を務める。ま
た、日タイ友好の絆マングローブ植林プロジェクトや、気候変動に直面する沿岸地域コミュニティ
の強化を目指した取組など、影響力のあるプロジェクトを主導する。

Jonghwi Park
（国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）
　　　　　　　　　　アカデミック・プログラム・オフィサー）
UNU-IASのイノベーション・教育部門の責任者として、持続可能な開発に関する生涯学習の機会
を人々に提供するための革新的かつ包摂的なテクノロジーの活用推進に従事。気候変動による強制
移動、ネットゼロ移行戦略、持続可能な開発のための地域教育、教師研修や若者のエンパワーメン
トなど、持続可能性分野でのさまざまな研究および人材育成プロジェクトを主導。2011年から
2020年には、ユネスコ・アジア太平洋地域教育局およびユネスコ生涯学習研究所でICT教育のチ
ームリーダーを務める。

ユネスコ未来共創プラットフォームポータルサイトでは、ユ
ネスコや国内外のユネスコ活動に関する様々な情報を発信し
ています。是非ご覧ください！ 最近のコラム！
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